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5S 

​ 5Sは、職場の効率を向上するのに日本で人気のある経営方法である。5Sは方法であ

り、整理、整頓、清掃、清潔、躾している。これは常に改善することを意味する。この方法は清

潔さと秩序を保つのに役立つであり、良好な職場環境を維持することを目的としている。5Sは

学校、企業、病院、さまざまな産業で使っている。自信を持って言うことはできないが、この方

法は非常に使いやすいと思う。この作文では、5S の利点と課題、そして日本文化にの重要に

ついて説明します。企業によって異なるが、私はすべての企業がこの方法を使用すべきだと

思う。多分世界中の企業がこの方法を使用すれば、もっと効率的になるかもしれない。 

​ 5S 手法はオフィスを清潔、秩序正しく、効率的に保つことする。この方法は無駄を減ら

す。5Sはまた、遅延や間違いを止める、生産性を向上させる。オフィスが清潔であればあるほ

ど、良い。仕事する時、清潔な机を保つことが重要である。確かに、清潔な場所は、幸せで効

率的になる。日本の多くの企業が5S方法を採用し、成功している。私にとって、最も難しい部

分は「躾」であり、この方法を毎日続けることである。日本の企業であるトヨタ、ホンダ、キャノ

ン、ソニー、パナソニックなどが5S方法を使している。 

5S方法の最初の部分は整理である。整理はオフィスから不要な物を取り除くことであ

る。整理を行うことで、オフィスにより多くのスペースを確保でき、必要ない物を取り除くことが

できる。 

5S方法二の部分は整頓である。整頓とは、すべての物をそれぞれの場所に置くことで

ある。物にラベルを付けることは、社員が必要な物を見つけやすくする。物を社員の近くに置く



ことも、机から離れることなく物を使いやすくする。例えば、オフィスではファイルをアルファベッ

ト順ことで、ファイルを見つけやすくすることができる。 

三のSは清掃である。清掃とは、清潔で安全、生産的な環境を保つことである。すべて

の社員は毎日自分の机とスペースを掃除しなければならない。掃除は病気を減らすことがで

きる。職場が清潔であれば、安全である。地面に物が落ちていれば、誰もがつまずいたり、怪

我をしたりすることがないからである。オフィスが清潔であることは、その場所がよりプロフェッ

ショナルで清潔であることを示している。日本では、学校の生徒は清潔を保ち、授業後に学校

の掃除を手伝うことを教えられている 

四のSは清潔である。清潔とは、前の3つの方法を維持することである。これは、社員に

役割を与えるや、物にラベルを付けるや、スケジュールを作成することなどをする。 


